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食　用　野　草　の

4月も18日だというのに北ア山駿は雪が降った｡公園

の桜もだいぶほころび始めだが,思わぬ寒さにびっくり

したようである｡

春の野辺に籠をかゝえた子供たちのつみ草風景がテラ

ホラ見られる今日この頃である｡軍木の芽ふきが一斉に

始まると,いよいよ山菜狩りのシーズンが訪れる｡

山菜は古くから我々の食膳を賑わし,そして生活には

欠くことのできないものゝ一つであった｡近頃'豊富な

野菜類が四季おりおりに出廻っており,食生活の水準も

高まってきている｡この傾向が高まれば高まるほどに

｢野に帰る｣ではないが,野趣を愛する人たちが増して

くる｡短期間に僅少の宜しか採れない山菜は珍重な食糧

としてますます賞味する価値が出てくるだろうoそれは

過去の副食ではなく,こんとは献立に特有の風味を添え

山菜のもつ淡白な味をおじわうのである｡

またハイキング,キャンプ,登山などに山菜の知識が

あると案外役立つものであり,変化の乏しい献立に思わ

ぬ風彩を添えることができる○

こゝでは一般的で広く知られる食用野草をまとめてみ

た｡

スギナ　(トクサ料)

春の到来を告げる植物としてあまりに有名である｡地

上茎に先だって胞子をつける茎を出す｡これがつくしで

食用になる｡まだ胞子の出ないような若いものがよい｡

はかまを取り除き,あく出しをして煮物,和え物'浸し

物にするo

ゼンマイ　(ゼンマイ勅)

湿った所を好み,大群落をなすことがあり,安曇平で

は5月下旬-6月初旬がシーズンである° 5年ほど前の

ことである｡ 6月下旬,八万尾根黒菱小屋前に遅くまで

雪操が残こるところがあり,そこにゼンマイの大難藩を

発見した｡早速これを大量に採集してきて,小室へ持ち

帰り,あくぬぎに時間がかゝるので'灰こと入れてゆで

汁の実に用いたが苦くて食べられなかった経験がある｡

まだ褐色味をおひた綿毛のおゝわれている若い芽を取

ってくる｡あくが強いのでゆでてから乾燥して貯えるか

あくをぬいてから食用に供する｡塩漬もよいそうである

浸し物,煮物,和え物,いため物などによいが･私はわ

らびより味が落ちるような気がする｡多量の蛋白質･炭

水化物を含んでいるとのことである｡

ワラビ　(ウラボシ科)

シーズン中は日曜毎に｢わらび狩り列車｣が出る程･

北アI⊥健のわらび狩りは盛んである｡無数に点在するス
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こ　と

高　橋　秀　男

キー場はみなわらび狩りのフィルドである｡焼扱った山

野には天龍渚があり,鎌でかるようである｡ゆでた後'

灰汁に入れてあくをぬくが,おく出しを充分にしないと

有毒で登る｡浸し物,煮物,和え物など,ゆでて天日で

乾燥して貯えるが塩漬にしておいてもよい°

クサソテツ　(ウラボシ料)

安曇平ではこゞ身,こゞ芽,こうみ(香味)の呼び名

があり,歯きれのよい淡白な味と香り,鮮明な緑色が珍

重されている｡沢筋など湿めったところに多く･ 5月中

旬頃の柔かい芽を摘み,浸し物,汁の実などにすると美

味である｡塩瀬にしておくといつまでも緑色が保存され

ている｡日本シダの会々報No12の伊藤洋先生の｢食べ

られるシダ｣によると,北米ではFiddle headと呼んで

食用にするシダは殆んと本種を指し,食用シダの代表的

なものとなっている｡このFiddle headという言葉は｢

バイオリンの頭｣ということで,バイオリンの博の先に

っいている渦巻模様がシダの巻いたのによく似ているか

らでぬるという｡また北米の一部では栽培して市場に出

荷しているところもあり,一流料理店の献立表にのって

いるという〇

三ヤマメシ寡　(ウラボシ封)

南山性のジグ植物で一般に広く知られていない｡南山

の草原に往々諮藩をなし,黒い鱗片をつけているのです

く見分けつく,若い芽をとり,黒い鱗片(取らなくても

よいが口あたりが悪い)を落し,浸し物'和え物･汁の

実などに好適,ちょっとクサソテツに似た昧であるが･

一段落ちる｡

イラクサ　(イラクサ粗)

山地の磁陰など日陰に生するもので,葉'茎ともに刺

毛がある｡若いうちにとり,ゆでて和え物,浸し物･汁

の実になかなか美味である｡塩漬にして保存してもよい

たゞ採集するときに手袋を使用しないと刺毛があるので

注憲を要する｡

ウワ,く三ソウ(ミズナ) (イラクサ科)

渓谷沿いや湿地に群生しており,柔らかい植物なので

8月中旬頃まで食べられる○あくがなく･浸し物･煮物

汁の実,和え物,漬物などになる0

7カザ　(アカサ料)

畑の雑草で帰化植物,若葉,若芽を摘んでゆでてから

浸し物,和え物,油いためにすると美味でぬる｡資源植

物事典によると,栄養価も高くビタミンA･ B2 Cを多

量に含み食用野菜の第-とされているo

スべIlヒユ　(スべリヒユ料)
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畑の雑草として普通である｡和名の示すととく食べる

と精気があり滑らかである｡若い茎,柴を和え物,浸し

物,汁の実等にする｡

ニリンソウ　(キンポウゲ科)

iL促,渓谷などに群落をなしている｡若い芽,柴を煮

物,和え物,浸し物にするが,淡白な味か喜ばれている

ナズナ　(アブラナ料)

畑,路傍に普通に見られる雑草で通る｡早春の食用野

草で,和え物,浸し物,油いためなどに一種の番があっ

て美味である｡

ユリワサビ　(アブラナ科)

山地の揆谷などに見られる｡根はおろし金ですり,塞

葉はゆでで醤油をかけて食べるとカラシナに似て辛味が

あって美味である｡

フジ　(マメ科)

若い芽,花を浸し物にするo

ウド　(ウコギ科)

成長して葉が開き,茎が硬くならないうちに取り,醍

の物,和え物,煮物,サラダなどに用いる〇番気に何と

もいえぬ野趣がある｡栽培されている｡

欠ラノキ　(ウコギ籾)

山野に多い小喬木で鋭いトゲがある｡春早く茎の頂に

ついた芽を採り,汁の実,浸し物,揚げ物等にして食べ

るが,油いためが一番美味である｡

セIl　(セリ科)

田圃や水辺に多く,早春の摘み草の代表種であるo若

い苗を摘んで和え物,吸い物,浸し物など,独特の香り

が賞美される｡水辺のものは草丈が長く,水田などに栽

培している°

ヨブスマソウ　(キク粗)

ウトプキの呼び名があり,沢筋に請落をなしているo

最近では市場にも出まわるほどに一般的な食用野草とし

て知られる｡出初めの茎を浸し物にする｡香りがよくま

た歯ざわりもよいo

ツリガネニンジン　(キキョウ料)

葉は輪状につき,茎を折れは白い汁が出る｡トトキと

も呼び,若い苗をゆでて浸し物,和え物にするが,香気

が人によっては嫌われる0

7キ　(キク科)

チャンメロ,フキッタマ,フキボボなどの愛称で親し

まれるフキの租ま早春の珍味である｡ほろ苦い中にも香

りがよい｡普通味噌あえにして食べる｡茎は皮をむき'

あくを出してからキャラブキ,和え物,煮物などにする

ヨモギ　(キク科)

モチグサとも呼ばれ草餅をつくる｡遊)く出しをして浸

し物,汁の実などにもするが,番の嫌いな人がいるo

アザミ　(キク勅)

若い芽や柔らかい柴がよい｡塩漬にしておいて野菜の

ない時期に浸し物にする｡

天ぷら,ごまあえ,砂糖味噌あえ,汁の実などに美味

でぬる｡アザミの類は給んと食用になる｡

キツネアザミ　(キク科)

柴をゆでて乾燥して保存し,浸し物,剰え物にする｡

また草餅にも使用する｡

タンポポ　(キク科)

普通に知られた植物で,クシナ,ダンボの方言がある

若い柴をあくぬきして,浸し物,和え物言十の実などに

するが,セリ,ナズナ,タンポポ,ノカンゾウなどと一

緒に浸し物にするとなお美味である｡タンポポはほろ苦

い風味が買われるo

オオバギポウシ,コバギポウシ　(ユリ科･)

安曇平ではホウレンパと呼び,若い柴を浸し物,汁の

実,和え物にする｡

ノカンゾウ　(ユリ科)

筒になるのでピーピー草などとも呼ばれる｡日当りの

よい土手に群落をなしている｡早春芽を摘み,浸し物に

するが目"味が強い｡

ノビル　(ユリ:料)

春先,茎と根を浸し物にしたり,きざんで味噌もみに

したりする｡ねぎのような味がする｡

ギョウジャニンニク　(ユリ科)

和名から推していかにも古い感じがする｡深山に生じ

ており,その苦行者が修業の際食用にしたところからこ

の名が出たものといわれる｡戸隠奥社の参道周辺の林下

に多い｡浸し物にするが,玉ネギに似た甘い味がある｡

オオバユキザサ　(ユリ封)

亜高山帯から高山帯にかけて群生しており,蕃I山　と

いっても6一月7初旬ではあるが,若い芽を食用にする

浸し物,汁の実によいが,甘味に好き嫌いがある｡

(山博学芸員)

資料寄贈　キジ6 1体大町市大黒田北沢価値トモ

エガモ8 1体大町市六日町白馬園　イシガメ1体大田市

日ノ出町仲よし　カケス1体大町市五日町越山利葦　カ

ルカモ1体大町市第三社宅　オシドリ1体北安松川村神

戸棒葉泰諸　インガメ1体北安白馬村森上飯島春繁　ヨ

シゴイ1体大町市常盤西山浅野弊害　バン♀ 1体北安池

田町北原智秋　アカエリヒレアシシギ1体比婆池田町窪

田義信　スズメ(白化種) 1体北安松川村細野井上袈裟

治　オシドリ6 1体北安池田町正樹蜜沢主局男トオホ

クノウサギ(白化種) 1体大町猟友会　シメ1体大田市

栗田中村だかえ　エゾムシクイ1体信州大学教育学部

シロハラミズナギドリ1体長野市柳町中学校藤丸一翼

イシガメ1体大町市債町細川紀道(敬称略)
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ゴールデンウイークの登山者に

大町警察署山岳係

近年登山人口は急げきに増加し,ゴールデンウイーク

にはたくさんの人達が北アルフスに登山されるものと思

います｡

私達北アルプスの地元警察署としてコールデンウイーク

というとすく頭に浮ぶのは,連休かまた遭難があるそ,

ということであります｡それくらいゴールデンウイーク

というと,遭難事故があるのであります｡

このことは,私達は,まことに残念なことであると思っ

ているのであります｡

最近登山人口の増加に比例して,遭難事故も非櫛こふえ

ていることは,みなさんも既に御承知のとおりでありま

す｡

私達は,遭難がぬるたびに現地におもむき,遭難者の捜

索,救助,遺体の収容活動などを,実際に行なってきた

のであります｡

そのたびに思いだされるのは,残された父母兄弟知人等

の悲しみ,そのうえ費用の負担,実際に現地におもむき

捜索救助活動にたすきわる人達の苦労篤であります｡

これらのことを考えると言まんとに遭難事故はなくさな

ければいけないと思います｡しかしこの遭難事故防止も

一部関係機関のみがいくら声をたいにしてさけんでも効

果がぬかるものではありません｡要は登山される人,価

人個人が十分注意して遭難事故防止につとめていただく

ことがいちばん大切なことと思います｡ところが,これ

が案外守られていないために,起さないでもすむような

事故を起したくさんの人達にいろいろ迷惑をかけている

のか現状ではないかと思いますoゴールデンウイークに

北アルプスに登山されるみなさんに地元轡祭器としてお

願いはたくさんありますが,そのふたつ,みっつを申し

あげるので参考にして≒勘''k防止に御協力くだされば幸と

思います｡

1 ,登山計画について

(1)経験や体力に応じた無理のないコースを選んでくた

さい｡

(2)よゆうの参る日程を組んでください｡

(3)登山計画はあらかじめ警察へお送りください｡

登時計画の日程でありますが,日程を組む場合普通叫の

状況に応じて最悪の場合のことを考えてよゆうのある日

程を組むのでありますが,ゴールデンワークのときの日

程を見ると,出のむずかしぎのことなど考えず,また天

候のことも~考えず,休みにあわせた日程を組んであるの

で,どうしてもその休み中に日程を消化しようとするの

でどうしても無理な行動となり尊敬が起きる原因になる

のであります｡

登山技術の異なる人が組んで登山するときには登山技術

の一番未熟なものを基準にしたコース日程を組むように

してください｡

登山計画の提出は任憲でありますが入山する前に,まず

登山計画はよいか,地元馨察署え登山計画を送ったか,

ということをみんなで考えて見ることもあながちむだな

ことではないと思います｡

2,時の地理や天候をたしかめて

(1)山での行動は夜明から午前中で打ちきるようにして

ください｡

(2)よく天候をたしかめてから登山してください｡

山での行動は常に最悪の場合のことを考えて行動し午前

中で終るようにしてください｡山の天候は急変するので

午前中は天気がよくても午後は急に悪くなる場合がよく

あります｡午前中天気がよく午後天気が悪くなったよう

な場合でも午前中に行動が終るようにしておけば,それ

に応じた処置がとれるのですか,きようは天気がいいか

らといって午後から行動を開始するようなパーティーが

めりますがそのようなことは事故の原因になると思われ

ます0

3,その他

(1)しっかりしたリーダーに従って入山してください｡

(2)地元の人に山の状況をよくきき,とくに雪に注意し

てくださいo

等でありますが特にお願いしたいのは,登iIiとは各人が

家を出るときにはじまって,元気な姿で無事家え周った

ときに終ったのであるという考になっていただきたいの

であります｡そおいう考えになることによって途中にお

ける行動も郎重になり事故がすくなくなるのではないか

と想います｡

昨年あった例ですが｢一人で山え行ったか予定の日にな

っても家え帰らないのでさがしてもらいたい｣という願

いが家人から出されたのであらゆる方耐こ手をつくして

さがしたのですがわからない言とのうちに｢ぽっか｣を

やっているということがわかったので調べてみると確か

に｢ほっか｣をしていたのであります｡

これなどは自分のことしか考えていないのではないがと

思われます｡このような場合家へ連絡しておけばそれで

さわかすにすんだのにと･･････--｡
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卒小学校6年　　西沢みや子

今木崎湖の北の池にいるコブ白鳥は, 3月27日に東京

の皇居から送られて来たものです｡その時,大勢の人た

ちがむかえに出ました,箱から出して池にはなすのは,

松田市長さんがやりましたが,はねをばたばたさせて,

やっとくらいにして入れました○

白馬は,長いこと箱の中に入って来たので,きゅうく

つで動けなかったのか,池の中に入れた時は,大ようこ

びで羽をばたばたさせておよぎまわりました｡すくにえ

さをやりましたが,なかなかえさは食べませんでしたo

白馬の大好きなえさは,キャベツだそうです｡

この間行った時,金魚草をたくさんとって来て池の中

に入れてやりました｡そうしたらよろこんでそれを食べ

ました｡白鳥はこの池に一年位いて,それからは木i蠍朗

で自由に遊ぶのだそうですが,りこうな鳥で,ねこや犬

が来ると,羽をばたばたして追うそうです｡

また子供達が石をなげたりすると,おぼえているのだ

そうです｡こんな話しを,博物館の溝川先生が話して下

さいましたが,私達もだいじに,親捌ここの白鳥を育て

てやりたいと思っています｡白鳥は魚は食べないそうで

すので,みんなでかわいかってやれば,これからたくさ

んふえて,冬に来る白鳥も安心して住むだろうし,木崎

湖に点/々と白い鳥が浮かぶのかたのしみです｡

卒小学校6年　　郷津美佐子

3月27日に, 2羽のコプハクチョウが送られて来まし

たo

私たち海の日の部落の少年少女のクラブの者も,町の

人達といっしょにむかえに出ました｡このハクチョウは

皇居からいただいたものだそうです, 2羽の白鳥は,オ

スとメスだそうですが,今では,すっかりなついて, 2

羽とも元気でいます｡

送られて来た時,新聞記者の写真をとる人が来て,鰭

から出す所や,えさを食べている所,水にもぐっている

所など,いろいろなところの写真をたくさんとりました

私たちは家が近いので,時々学校を帰ってから,自転

車で行ってみます｡はじめに来た時は,なかなか寄って

来ませんでしたが,今では大分なれてきたとみえで,池

の土手まで首をのはしたり,近寄っても来ます｡毎日の

せわは,ササヤのおじさんがやってくれているそうです

が,早くもっとなれたり,なついたりすればいいと思っ

ています｡

今では,来た情より,ずっときれいになりました｡羽

が切ってあるので,とんで行かないそうです｡時々羽を

ひろげで,まい上るようにしますが,とてもきれいです

おすとめすだから,これから,たくさん子どもを育てて

木崎湖に,もっともっと7こくさんのカモや白鳥が来るよ

うになったちと思っています｡
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卒小学校6年　　小日向利和

ぼくが,しすお君をまっていると, 5分ばかりたって

田のあぜをとんで来て, ｢ぎょうは,なににのって行く

｣ときいだ｡ぼくは｢れんらくは,竃車で行くと書い

てあった｣としずお君にいうと,しすお箸も｢電車で行

く｣といったので,きさきの駅まで歩いて行こうとし

て,かこやのところまで行くとちょうど都合よく,バス

がきたので,バスに乗ってえきまで行く｡じきに竃車が

きたので一番前にのると, 〟友の会〝のものはだれも乗

っていなかったので次の客車に行ってみました｡ぼくの

友たちやほかの人たちが多せいのっていた｡そのような

ことをしなから湖水をみて行くと,まだ,カモがつめた

そうな水の中に.ぽつり,ぽつりと見えた｡そして,い

なおの駅を通りすぎてまもなく,白鳥を入れるらしい所

かみえた｡どこの人だかわ

からないが多せいの人の姿

がみえだ｡きれいな水のよ

うなものもみえだ｡この色

はもと土器をひろいに行っ

て,発電所の水をみたかこ

の色とかわりなかった｡そ

のうちに海ノ口駅についた

そこから少し歩いて行った

ら, SBCのジープがテレ

ビカメラをつけて来て道を

聞いた,ぼくはテレビにう

つるかもしれないと思いす

こしはすかしくなりました

ついてからも,湖水へ石を

なげたり,おしっこをした

りしていました,ちょっと

気づくと,さっき竃車の中で見

えた水のようなものはあみでし

た｡すこしぬそんでいると, 30

分位たって白鳥が来ましたoま

ずさいしょに市役所の人たちが

きて,つきにはオート三輪にの

せられて白鳥が来た｡ちょっと

みるときたならしい羽をしてい

ましたそれにちいさなはこの中

に2羽も入れられていて,くる

しそうに見えました｡このよう

なことをされて,わざわざ東京

から旅行して,長野県まで来る

のはつらかっだろうと思いまし

た｡

それから市役所の人たちや,

かかりの人たちがかわいがってりっはにそだてて下さい

といういみの話しをしてくださった｡それから白鳥につ

いて来た人がオスをはなし,そのつきに市長さんがメス

をはなした｡すると北アルプスの山々がうつる白鳥の池

にきもち良さそうにつばさを休めていた｡それとなんど

もははたきして,ぼくたちにおれいをするようによろこ

ぼせてくれたo

家に帰って夜6時50分からの信箆ニュースを見るとぎ

ょうのこともニュースにでました｡また7時のNHKの

ニュースにも出ました｡この時東京のおはりで,あみを

もち白鳥をつかまえているところがでました｡このとき

ら,とてもやだがっていたので,水にはなされたときは

とてもうれしかったたろうなと,ぼくは思いましたo

そうしてぼくは,夕飯の時に白鳥をはなした時のこと
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や'もって来る時のことをかぞくのものに話してやりま

した｡

卒小学校6年　西沢真由美
3月27日午前10時頃だったか,東京の皇居のお堀から

白鳥が送られて来ました｡

オート三輪車に乗って,小さな箱に入れられて木崎湖

まで,長い旅をして来ました｡

西海の口の大川に着いた時,松田市長さんや,町の人

や,博物館の人達が大勢で出むかえました｡そのうちに

市長さんと,東京から白鳥について来た人が,あいさつ

をして何か話しをしていました｡

それから,白鳥の入った箱が車からおろされ,東京か

ら来た人が,箱から白馬を出して,コンクリート造りの

池の中に放しました｡せまい箱の中から,急に広い池に

出された白鳥は,おとろいたのか,羽をバグパタと,ま

う時の様にした｡白いと思っていた白鳥は,ほこりをか

ぶった様に黒かったo

海の日のササヤのおじさんが,キャベツをこまかくき

ざんだえさをくれたが,えさと反対の万に行って,えさ

を食べようとはしなかったoきっとまだ,池になれない

せいだろうと私は思いました｡

そのうちに白鳥は池の中を,くるっと-まわりして,

ゆうゆうとおよぎまわりました｡

29日に私は妹と二人で,白鳥の池にまた行ってみまし

た｡羽は来た時より,ずっと白くなっていましたが,ま

だ首のあたりは来た時のように黒かった,池の中のすも

すっかりなれてきたように見えました｡白鳥の隣りの池

には,大きな金魚がいました｡もう少しむこうの万へ行

ったら,カモが-羽いました｡この前二羽いたのですが

-羽は羽に注射をしてもらい,なおってとべる様になっ

たので遠くへとんで行ったのだそうです｡残った-羽も

早くなおって,来年,この白鳥が木崎湖に出てあそぶ時

また来るようにと思いながら,妹と二人で,土手のブギ

ボボをつみながら家に帰りました｡

llllll}ilIIIll}llllllI′IIIIIllrllllllIlJIIIllllrIlllllrイIIllW-Ilnlll一"llll一一一llll1-I-1IIIllI-Illllll-IIIII1--IllllII一日llll1-1llIIIIイIllllll1-1IllIIirlilillIイIlilllI+購

コ　ジ　ュ　リ　　ン

草原の真申に陣取って上るヒバリや地上のヒバリを観

察していた時小港木の上に-羽見なれぬ鳥の姿を見付け

た｡鳴きもせずホホジロに似ている様な気がするが少し

小さいようだ｡ちょっと飛ぶ所を見ると雀に似た感じだ

が雀とは違う｡雀はこんな所へ-羽で出現するわけはな

いし何かな｡あいにく双眼鏡を持っていなかったので50

0　ミリの望遠レンズをつけたカメラC,烏の細部を見よう

と思ったが,ファインダーの中に入る鳥の姿は細部迄確

認することは出来ず,そのうえ重い望遠レンズを脚なし

で持って来たので思うようにカメラを固定出来

ずあせるばかり,そんな状態のうちに鳥は何処

へ飛び去ってしまった｡口惜しかっても自分の

不用意が侮れるだけ｡それでももしかしたらの

期待をかけてそこでも少しねはって見ることに

する｡それから2時間,日も高く昇りうすく曇

って来たのでもうそろそろ煽ろうかと思ってい

る時,今度はチッ,チッ,ヂュリ,ヂュリンと

聞きなれない声を耳にするo声が小さいが遠い

のかなと思って見ると30同種先の薮の上に先程

の鳥がいるではないか｡今度こそはと胸をおと

らせて望遠レンズを足と手で固定してピントを

長　沢　修　介

合す｡いるいる｡えーとあの烏はと頭の中で過去の記憶

を急いで繰る｡そうだコジュリンだと解ると同時にバサ

ッとシャッターが落ちる｡続いて2枚｡もう少し近寄っ

てと思ったら又何処かに飛び去ってしまった0

4月から5月にかけでは烏たちにとって大きな動きの

時期だ｡あるものは北へ帰り,あるものは南からやって

くる｡そんな春の野には時々予測もしなかった烏が出現

するoこのコジュリンもまったく予想しなかった川原で

出合ったのである｡　　　　(山博調査員)
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湛三瑳二薫護暮

3月27日皇居外苑よりコブハクチョウ一つがいが木崎

湖に送られてきました｡これは〝木崎湖に白鳥を浮べる

会〝がお濠で飼育されているハクチョウを木崎湖に浮べ

将来は木崎湖を〟白鳥の湖〝にしようというもので,そ

の一段階としてコブハクチョウ一つがいがきたものです

3月25日〟土器を拾う会〝博物館友の会は大田市常罷

区大崎に土器採集に行きたくさん土器を集めて来ました

3月28日より5月6日までのゴールデンウィークを中

昨年11月で創立10周年を迎えたILl岳博物館が,その

記念事業の一つに挙げた動物園移転が,またおかしく

なってきた0 37年度当初予算で当然盛って拭えると思

っていた移転艶がアッサリ見送られ｢今度こそは-｣

と気負いこんでいた関係者を失望させた｡現在神栄町

にある動物園が自然の環境に恵まれた本館近くに移転

して悪い箸がない｡管理,運営の面でも大きなプラス

になることは勿論である｡しかも移転計画は,十二分

に検討され研究されて青写真も出来上っているのであ

る｡直接の関縁者は勿論,協議会でも練りつくし,読

会,市理聾者も半ば了解している懸案の専業であった

ように聞いている｡私がこうした問題を,ここで取り

上げる気になったのは,誰にも理解され,期待もされ

ているこの種常葉が,計画だけで,なし耕しに消えて

ゆくのではないかという心配があるからで猛る｡こと

博物館に関してこのような心配が経ずつきまとうのは

どうしたことで

ろうか｡針ノ木

心にして〟春の特別展示会〝を国立科学博物館と共催で

開きます｡田中徳太郎氏の〟シラサギ〝全紙100枚田淵

行男氏の〟南山蝶〝全紙45枚　第4次南種越冬隊写真

全紙80枚　以上を全館に展示し,ゴールデンウィークを

家族づれで楽しんでいただこうというものです｡

昭和37年度の予算と事業
昭和37年度,山岳博物館の予算は総額3,229,000円で

昨年当初より383,000円の増｡このうち人件費は1,897,0

00円で全体の58.7%を占める｡残り1,332,000円(41.3

形)が維持管理費と専業費である｡管理関係では,電灯

料,燃料費等のほかに,附属動物園の動物飼料費300,00

0円,木崎湖水禽園コプ白鳥飼料餐35･000円･コブ白鳥

飼育管理員賃金60,000円,モーターバイク購入費135,00

0円などが主なもの｡専業費は月刊普及紙｢山と博物館

｣の印刷費150,000円を除けば総額でわずか200,000円程

度である｡本年度は20万の畢業費をもって最大の効果を

上げるため,次のような計画が予定されている｡

⑨番の特別展⑧東京出張展③日本刀飽名品展④前縄文遺

跡調査⑤北安･大町動腫物分布調査⑥第六回｢山の自然

科学教室｣ ⑦博物館野外教室(月二回平均実施) ⑤市民

集団登山など｡このほか県よりの委託によるコマクサ生

態研究,林野庁による野鳥標識調査への協力o

自然園も,霜鳥調査も関縁者の熱意が理解されていな

い｡否,理解しようとしないという万が当っているか

も知れない｡目的の本質,効果は大いに理観してい

るつもり-などと巧いことを言っても,いざというと

きには逃げを打つ,カミシモを着せた約束は,やはり

外交辞令にしか過ぎない｡動物園移転問題もそうした

ケースの中でモミクチャにされようとしている｡外交

辞令に乗ってしまったような気かしないでもない｡そl

れは学問に憧れとソネミと恐れを抱く者の誘惑にであ

る｡博物館の仕事は熱病やハヤリ病気であってはなら

ない｡過去10年の歴史は,いつも苦しい斗いであった

そしてその斗いにも立派に耐えてきている｡学問は個

人のものではないし,その学問の中に新しい時代の芽

が育ぐまれていることもやがては訳って貰えるだろう

背負い投げを何回食ってもへコグレではいけない｡掲

げる理鰍ま遠い｡しかしその道を進まなくてはいけな

い｡執念を持って掌業の一つ一つを完成してほしいと

思う｡　　　　　　　　(田　中　保　乎)

お願い　本紙の購読と希望の方は1カ年暁読科20

0円(郵送料とも)を現金書留または郵便為替'

郵便切手で長野県大町市,大町山岳博物館あてと

送金下さい｡　　　　　　　大町山岳博物館
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